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研究分野：社会教育学 
科研費の分科・細目：教育学・教育学 
キーワード：社会教育、生涯学習、地域・自治体、ソーシャル・キャピタル、行政組織の 

再編成 
 
１．研究計画の概要 
⑴本研究ではまず、自治体改革との関連で
社会教育・生涯学習の再編がどのように進
行しているのかを、全国的な調査と各地の
典型的な事例の実証的な分析を通じて明ら
かにする。その際の視点は主として、①市
町村合併に伴う社会教育・生涯学習の再編、
②指定管理者制度の導入やＰＦＩ等の民間
委託に伴う社会教育・生涯学習の再編、③
都市内分権等による地域組織再編成に伴う
社会教育・生涯学習の再編、という三点に
置く。また、社会教育・生涯学習とソーシ
ャル・キャピタルの高い親和性に着目し、
現在の社会教育・生涯学習の再編の方向性
を考えていく上での視点として、ソーシャ
ル・キャピタルの形成・蓄積に社会教育・
生涯学習がどのように関与できるのか、と
いう観点を設定する。 
⑵社会教育・生涯学習の再編動向の分析を
踏まえて、ソーシャル・キャピタルの形成・
蓄積を促す新しい社会教育・生涯学習の理
論的な枠組みと実際のシステムを構築する
ことを目指し、典型的と思われる事例の実
証的な調査研究を行う。事例分析を通して、
ソーシャル・キャピタルにおける社会教
育・生涯学習の構造的な位置づけを明らか
にするとともに、公民のパートナーシップ
による社会教育・生涯学習の現代的再編の
改良的な方策を提案する。 
 
２．研究の進捗状況 
⑴自治体合併に伴う社会教育行政の再編成
に関する全国調査を実施し、内田が中心に
なって分析しまとめた。 
⑵自治体改革と社会教育・生涯学習の

再編動向について、松田と上野が理論
的に分析し、今後の可能性も踏まえて
問題提起をした論文を日本社会教育学
会年報第 53 集に掲載した。 
⑶自治体行財政改革のもとでの指定管
理者制度の導入に伴う問題や成果、課
題について、松田が大分県日田市の事
例分析を行い、益川が岐阜県多治見市
を調査し論文としてまとめた。 
⑷仙台市と新潟市における社会教育施
設の再編、山形県川西町における地域
づくりの動向について石井山が調査し
た。また、中山間地域としての高知県
越知町横畠地区の事例分析を内田が行
い論文としてまとめた。ほかに、益川
が愛知県犬山市におけるコミュニティ
の再編成、三重県における社会教育行
政の首長部局移管の問題について調査
して論文としてまとめた。  
⑸ソーシャル・キャピタルの形成に関
わる事例として、宮崎が大阪府箕面市
の就労支援の活動について調査し、学
会で発表して論文としてまとめた。  
⑹松田が、都市内分権のもとでの公民
館を中心としたソーシャル・キャピタ
ル形成の事例として愛知県豊田市と長
野県松本市の調査をして、いずれも論
文として公刊した。  
⑹海外の動向調査として、①藤村がア
メリカの地方自治体における新公共サ
ービスの動向調査とサービス・ラーニ
ングの調査を行い、学会で発表して論
文にまとめた。②李と松田が韓国の都
市と農村地域における教育文化共同体
運動の動向について調査し、李が論文
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としてまとめた。③デンマ－クにおけ
る自治体改革が成人教育に及ぼした影
響について、松田と木見尻が調査を行
った。調査地としては、コペンハーゲ
ンとロスキレ市である。この調査結果
は学会で発表し論文にまとめた。また、
スウェーデンにおける社会教育学の理
論と実践について松田が調査し、論文
として刊行した。 
⑺7 月と１月に名古屋大学に全員が集
まり、調査結果の検討会を行った。そ
れを踏まえて『社会教育・生涯学習の
再編とソーシャル・キャピタル』第 1
集から 3 集を刊行した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 当初の計画どおり、国内においては、長
野県松本市、愛知県豊田市、北九州市、岐
阜県多治見市、愛知県犬山市、山形県川
西町、大阪府箕面市など、着実に調査
を行い、その成果を発表している。ま
た、海外においても、毎年、アメリカ、
デンマーク、スウェーデン、韓国の調
査を行い、その成果を公表している。 
 また、年に 2 回、名古屋大学で研究
会を行い、それぞれの研究成果を報告
して議論し、研究課題について議論を
深めている。 
 研究成果については、それぞれ学会
で発表し論文として公表しているが、
それとは別に毎年度末に、『社会教育・
生涯学習の再編とソーシャル・キャピ
タル』と題する報告書を刊行し、第 3
集まで出版した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
⑴昨年、本研究課題をさらに発展させるべ
く基盤研究（Ａ）に応募し、内定の通知を
いただいた。研究課題名は、「コミュニテ
ィ・ガバナンスと社会教育福祉システム構
築に関する欧米とアジアの比較研究」であ
る。研究分担者も補強し、これまでの 3年
間の研究成果を引き継ぎ、比較研究に重点
を置いて、さらに新しい課題に向けて研究
を展開する。 
⑵本研究課題については、最終的な総括と
して、単行本『社会教育・生涯学習の再
編とソーシャル・キャピタル』（大学教
育出版）にまとめ、今年度末に刊行す
る計画である。そのために 5 月に名古
屋大学で論文検討会を行う。 
⑶これまで取り組んできた研究は、新しい
研究課題に接続して、さらに発展的に調査
研究をしていく。新しい研究課題では、欧
米とアジアの比較研究をテ－マとしている
ので、調査研究も日本から海外へとシフト

していくことになる。 
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⑴雑誌論文（計 20 件） 
①松田武雄「スウェー デンにおける
Socialpedagogik の動向」『生涯学習・キャ
リア教育研究』第 7 号、2011 年、pp.1-10
（査読無） 
②藤村好美「アメリカにおけるサービス・
ラーニングに関する一考察」『教育科学』
広島大学大学院教育学研究科教育学教室、
2010 年、第 27 号、pp.6-26（査読無）。 
③李正連「韓国農村地域における草の根の
教育文化共同体運動と社会教育」『社会教
育・生涯学習の再編とソーシャル・キ
ャピタル』第 2 集、2010 年、pp.61-72
（査読無） 
④宮崎隆志「ソーシャル・キャピタルと
ケイパビリティ」『社会教育研究』第
27 号、2009 年、pp.15-30（査読無） 
⑤松田武雄「自治体改革のもとでの社会教
育ガバナンス」『日本の社会教育』第 53 集、
2009 年、pp.180-193（査読有） 
⑥上野景三「自治体社会教育の際定義と社
会教育ガバナンス」2009 年、pp.10-25（査
読有） 
⑵学会発表(計 10 件) 
①松田武雄「スウェー デンにおける
Socialpedagogik の動向」日本社会教育学
会第 57 回研究大会、神戸大学、2010 年 9
月 19 日 
②松田武雄「地域自治・住民自治と社会教
育実践」日本社会教育学会東海・北陸地区
社会教育研究集会、名古屋大学、2010 年 6
月 19 日 
③藤村好美「アメリカにおけるサービス・
ラーニングと市民性教育」アメリカ教育学
会第 22 回研究大会、芝浦工業大学、2010
年 8 月 29 日 
④藤村好美「アメリカのサービス・ラーニ
ングに関する一考察」日本社会教育学会第
57 回研究大会,神戸大学,2010 年 9 月 19 日 
⑤宮崎隆志「ソーシャル・キャピタル論
とケイパビリティ論の批判的展開」日
本社会教育学会第 56 回研究大会、大東文化
大学、2009 年 9 月 19 日 
⑶図書(計 3件) 
①上野景三ほか 26 名『地域つくりと生涯学
習』(韓国語)学志社、2010 年、pp.309-327 
②松田武雄・石井山竜平ほか 10 名『新版  
生涯学習と地域社会教育』春風社、2010 年、
pp.245-289。 
③上野景三ほか 29 名『公民館のデザイン』
エイデル研究所、2010 年、pp.8-17。 


